
(別紙様式) （Ａ３判横）

令 和 ２ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 滑川町立福田小学校 ）

豊かな知と心と体を育て、一人一人を生かす学校 ※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評目指す学校像
《 チーム福小！ 本気・活気・いい笑顔!! 》 Ａ ほぼ達成 （８割以上） 価懇話会を開催し、学校自己評価を踏まえて

達 評価を受けた日とする。
Ｂ 概ね達成 （６割以上）

（１）分かる授業を展開し、児童一人一人の学力を伸ばす学校 成 出席者 学校関係者 １１名
（２）優しさや思いやりの心で、人を大切にする児童を育てる学校 Ｃ 変化の兆し （４割以上）

重 点 目 標 （３）児童の心身を鍛え、たくましく成長させる学校 度 生徒 名
（４）安全で安心できる学校 Ｄ 不 十 分 （４割未満）
（５）児童・保護者や地域から信頼される学校 事務局（教職員） ２名

※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

学 校 自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

年 度 目 標 年 度 評 価 （ ２月１日 現在 ） 実施日 令和３年２月１２日

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

・昨年度児童対象アンケ ・新学習指導要領 ・未知の状況にも対応できる ・児童対象アンケート「先 ・「先生の授業は、わかりやす ・分かる授業、児童一人一人 ・児童と教職員のよい関係が築けている。
ートで「先生の授業は、 全面実施に対応 思考力・判断力・表現力等 生の授業は、わかりやす い」肯定評価99.3％ の学力を伸ばす授業は展開 ・小規模校の特性を生かし、きめの細かい
わかりやすい」の95.8% した教育課程の の育成 い」 「先生は分からないところを されているが、コロナ禍の 指導がなされている。
、「先生は分からない 実施 ・めあてを示し、見通しをも 「先生は分からないところ 最後までていねいに教えて 影響で、対話的な学習に制 ・小規模校なので先生方のストレスが心配。

１ ところを最後までてい ・主体的な学びの たせる授業 を最後までていねいに教 くれる｣肯定評価98.6％ Ａ 約があるので、来年度は新 ・新型コロナ対応の休業による学習の遅れ
ねいに教えてくれる」 展開 ・一方通行の発言ではなく子 えてくれる」で肯定評価 ・各学年単元テストにおける たに導入されるタブレット は取り戻せたか。（→未指導部分や欠課に
の肯定評価98.4% ・対話的な学びの 供同士つながりのある双方 95%以上。 達成率、国･算85%以上。 パソコンを有効に活用した ついて把握し計画的に指導することで遅

展開 向の対話になる授業の工夫 ・各学年単元テストにおけ 授業の工夫が課題。 れは取り戻せた。）
・深い学びの展開 ・問題解決的な学習や探究的 る達成率、国･算85%以上。 ・達成度Ａは妥当である。

な学習の工夫

・昨年度児童対象アンケ ・相手を思いやる ・「己の欲せざる所、人に施す ・児童の生活ふり返りアン ・「自分がされていやなことは ・「自分がされていやなこと ・相手を思いやる心が育っていると聞いて
ートで「困っている友 優しい言動 ことなかれ」の繰り返し指 ケートで、「自分がされ 人にしていない」肯定評価 は人にしていない」児童の 安心した。
達を、助けてあげるこ 導（校長講話・学級指導） ていやなことは人にして 95.2％、「困っている友達を、 割合が２学期の方が少なく ・下駄箱の靴が大変よくそろっていてすば
とができる」が92.8%、 ・やさしい言葉づ ・全教育活動を通した人権教 いない」、「困っている友 助けてあげることができる」 なった。次年度は時間の経 らしい。指導のたまもの。

２ 「友達に“ちくちく言 かい 育の推進 達を、助けてあげること 肯定評価98.6％、「友達にや Ａ 過とともに「自分がされて ・修学旅行を実施してもらってよかった。
葉”を使わずにやさし ・道徳科教育の充実と“考え、 ができる」、「友達にやさ さしい言葉づかいをしてい いやなことは人にしていな ・学校行事は適した季節での実施を大切に
い言葉づかいをしてい 議論する道徳”実践 しい言葉づかいをしてい る」肯定評価95.2％。 い」児童が増えるような指 してほしい。
る」が91.4% ・縦割り活動の充実 る」の各項目ともに肯定 導をするのが課題。 ・達成度Ａは妥当である。

・あいさつ運動の継続、推進 評価95%以上。

・人権感覚調査で低学年 ・自己肯定感、公 ・ほめて伸ばす指導 ・県学調｢児童質問紙調査｣ ・県学調｢児童質問紙調査｣の ・高学年の自己肯定感は高ま ・自己肯定感も育ってきているようで安心
は自己尊重の感情とコ 平公正感の高揚 ・特別活動の充実。学級活動、 の「自分にはよいところ 「自分にはよいところがあ ったが低学年の自己肯定感 した。
ミュニケーション能力 児童会活動における一人一 があると思いますか」前 ると思いますか」４年県平 は人権感覚調査では他の項 ・ほめて伸ばすという姿勢は大切である。
が低い、高学年は公平 人の活躍の場の確保 学年県平均以上。 均よりプラス4.7％、５年生 目より低い。低学年はほめ ・子供の意見にも耳を傾け、率直な気持ち

３ 公正が低いことが課題。 プラス4.1％、６年生マイナ Ａ て伸ばす指導が必要。 を大切に。
・新体力テスト96項目中 ・新体力テストに ・新体力テスト結果分析によ ・新体力テストで握力・50 ス0.7％ ・コロナ禍での運動不足によ ・達成度Ａは妥当である。
64項目か県平均以下。 おいて３学年以 る弱点克服への取り組み m走・立ち幅跳びにおい ・新体力テストはコロナ禍の り体力面が落ちていないか
体力･運動能力の底上げ 上で県平均以下 て４学年以上が県平均以 影響で実施できず。 検証し、必要に応じ強化を
が課題 の項目の強化 上。 図ることが課題。

・昨年度保護者対象教育ア ・いじめ解消率100 ・安心感のある温かい学級づ ・教育アンケート「学校は、・「学校は、いじめへのアンテ ・毎月１度、全教職員で生徒 ・いじめの定義が変わったということで、
ンケートで「学校は、い % くり いじめへのアンテナを高 ナを高く張り、対応に努め 指導委員会（情報交換会） 早期発見につながる。
じめへのアンテナを高く ・生徒指導体制の充実 く張り、対応に努めてい ている」の肯定評価91.7％。 を行っていることや年２回 ・子供のストレス、うつなどにも気をつけ
張り、対応に努めている」 ・教育相談体制の充実 る」の肯定評価90%以上。 “よくわからない”6.3％で いじめアンケートを行って てほしい。
の肯定評価84.5%、“よく ・定期相談、チャンス相談の “よくわからない”５％ 昨年度より肯定評価が増え、 いること、「ふれあいたい ・達成度Ａは妥当である。

４ わからない”11.0%。現 実施 以下。 “よくわからない”の割合 Ａ ム」という児童との面談の
段階ではいじめに関す ・保護者との密な連絡 が減少した。“いじめ”とし 時間を設けていることなど
る大きな問題はないが、 て認知した件数は１件あっ いじめ防止・対応の取組を
学校の取組を保護者に たが適切に対応し、解消し 学校だよりをとおして保護
周知していくことが課 た。 者に発信していくことが必
題。 要。

・「学校は、学校応援団と ・学校応援団との ・学校応援団への要請、応募 ・教育アンケートで「学校 ・「学校は、学校応援団と連携 ・今年度は新型コロナの影響 ・学校応援団の活動は保護者だけに頼るの
連携して創意工夫した教 連携の見える化 システムの再確認・周知 は、学校応援団と連携し して創意工夫した教育活動 で学校応援団活動にも制約が ではなく、地域の資源や人材をどんどん
育活動に取り組んでい ・活性化 て創意工夫した教育活動 に取り組んでいる」の肯定 あったが、除草作業、ミシン 取り込んでほしい。地域住民、特にシニ

５ る」の肯定評価89%、“よ ・学校応援団コーディネータ に取り組んでいる」の「よ 評価91.7％「よくわからな Ａ ボランティア等の活動を行っ ア世代は協力を惜しまない。
くわからない”が6.5％ ーと学校の連携体制の強化。 くわからない」を０にす い」3.5％。 た。次年度もコロナ禍の中で ・達成度Ａは妥当である。
いるので見える化・活性 る。 いかに応援団活動を周知し募
化するのが課題。 集していくかが課題。


